
令和７年度

令和７年５月１０日（土）

熊本県小学校国語教育研究会国語部会

研究理論提案



今を生きる子どもたちが成人して社会で
活躍する頃・・・



社会構造の変化によって直面する課題

目の前の解決すべき課題を見いだし，

主体的に考え，

多様な立場の者が協働的に議論し，

納得解を生み出すこと

『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して』
中央教育審議会

正に新学習指導要領で育成を目指す
資質・能力が一層強く求められている



〇文章の意味を正確に理解する読解力

次代を切り拓く子どもたちに求められる
資質・能力

〇対話や協働を通じて知識やアイディアを共有
し新しい解や納得解を生み出す力

〇教科固有の見方・考え方を働かせて
自分の頭で考えて表現する力



１ これからの社会に求められる力

〇個別最適な学び

これらの資質・能力を育む手立て

〇協働的な学び

充実を図る

主体的・対話的で深い学びの実現

見方・考え方を
働かせる



２ 求められる国語科の力

学びに向かう力
人間性等

思考力・表現力・判断力等知識及び技能

言葉による見方・考え方

「国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力」



「言葉による見方・考え方」を働かせる授
業

国語科における学び
〇言葉の意味を吟味し、
解釈を広げ・深める

〇言葉を活用する力を高める
〇新たな語彙の獲得
◯言葉の意味を捉えなおす

「言葉による見方・考え方」が働き、
個々が有する「見方・考え方」が更新される

子供が既有知
識・経験を交流
しながらを学習
に生かす

子供が学びを自
覚し、問いをも
ちながら主体的
に学ぶ



【自覚】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年【（話すこと・聞くこと）】 

秋津の幸福な未来をえがき，町に提言しよう「町の幸福論－コミュニティデザインを考える」 

 指導者 中里 宏（熊本市立秋津小学校） 

 

 

＜立ち止まって振り返る場＞ 

レーダーチャートの視点で，前時に作

成した資料を振り返り，伝えたいこと

を伝えるのに最適な資料か再考する。 

 

本
時 

単元終了時の子供の姿 

今後の学校生活や様々な場面で，資料を活用して自分の考えを伝える際には，資料は伝え

たいことに最適なものなのか立ち止まって考え，より良い表現を求めて工夫できる子供。 

＜考えを表出し比較する場＞ 
プレゼン資料をレーダーチャートで分

析することで、友達との考えの違いが

分かるようにして、友達の意見を聞き

たいと感じられるようにする。 

＜納得解を生み出す根拠や理由づけの充実＞ 

伝えたいことが伝わる意図通りの資料かどうかを，レーダーチャートの各項目の数

値を根拠として，その理由について話し合うことで納得して資料を選択したり作成

したりできるようにする。 

 

言葉による 

見方・考え方を 

働かせる 

視点１ 学びを自覚するための手立て 視点２ 共に更新するための工夫 

学びの土台 
町づくりセンターからのプレゼンを聞き，秋津で行われている町づくりの現状と課題を知ると同時に，自分

達の提言が必要とされていることを実感する。 

言語活動 
秋津の幸福な未来について考え，町づくりセ
ンター職員の方に提言する 

 

本単元で身に付けさせたい言葉の力 

資料を活用する意図を明確にして，自分の考えが伝わるように表現を工夫する力 

学習課題 
自分の考えが伝わるよう資料と表現を工夫して，秋津の幸福な未来につい
て町に提言しよう 

 

【共に更新】

未来を拓く言葉の力を培う国語科学習の創造
～学びを自覚し、共に更新し続ける子供の育成～
未来を拓く言葉の力を培う国語科学習の創造
～学びを自覚し、共に更新し続ける子供の育成～

言葉の力
見方・考え方を
働かせる



「言葉の力」とは

9

言葉

言葉

言葉

国語科における
「知識及び技能」「思考
力、判断力、表現力等」
を子供に育む指導事項

国語科学習で
獲得する
「知識及び技能」
「思考力、判断力、
表現力等」



いろんな場面で生かすこと
ができる！

【自分の言葉の力と
して実際の生活、読書、未
来に生きる】

「言葉の力を自覚する」

10

言葉

言葉
何気なく使ったり、読んだり、書いたり、

見たり、考えたりしていたけれど…
【言葉の力に立ち止まる】

～っていう意味もあ
るんじゃないかな！
～とも考えられる！
【再構成・深まり・広がり】

自覚

言葉



「共に更新し続ける」とは

納得解
最適解問い

教室の友達と

対話

教室の友達との対話を通して、共に探究し続ける

往還
自分は～だと思うけれど、

まだまだ考えてみよう…
【問いと納得・最適解の往還】

～って思っていたけれど、
○○って考え方もあるね！
【再構成・深まり・広がり】



言葉の力を自覚する 共に更新し続ける

言葉による見方・考え方が働く
主体的・対話的で深い学び

今年度着目する点は…

未来を拓く言葉の力

本当に実現している？

基盤として



言葉の力を自覚し、共に更新し続ける国語科学習の創造
本物の対話を通して学び合う国語科教室を目指して



本物の対話で学び合う国語科教室
どうやったら・・・・
という思いが伝わるス
ピーチができる？

私はこう思うけど…この
プロジェクト、どうすれ
ば成功するかな？

これってどういう意
味？みんなに聞いてみ
たい。

音読劇をするとき、こ
こってどうやって読む
といい？

話し合いがうまくいかな
い…話をまとめる方法っ
てあるの？

どの順番で話すと、より
伝わるかな？

この書き出しって、
もっと良くならないか
な？

…って伝わる具体例で、
もっといい例ってない
のかな？

これまで
我々が探究してきた

学習活動

そこに…



本物の対話で学び合う国語科教室
どうやったら・・・・
という思いが伝わるス
ピーチができる？

私はこう思うけど…この
プロジェクト、どうすれ
ば成功するかな？

これってどういう意
味？みんなに聞いてみ
たい。

音読劇をするとき、こ
こってどうやって読む
といい？

話し合いがうまくいかな
い…話をまとめる方法っ
てあるの？

どの順番で話すと、より
伝わるかな？

この書き出しって、
もっと良くならないか
な？

…って伝わる具体例
で、もっといい例って
ないのかな？

自分の考えをより良いものにしたい、
新しいことを知りたいと願い、
そのために本気で話し合う国語教室

願い 本気

対話



A？

C？

B？

D？

学
び
の
指
針
と
な
る

学
習
課
題

個
々
に
応
じ
た

学
習
課
題
の
達
成

○○って…？

A？

B？ C？

D？

A＋B？

△△って…？

A’B

E？？
DA
C‘？

A’D？

A‘CD’？

A’？

C‘？

B＋C‘？

D＋A‘？

言葉の力を自覚し、共に更新し続ける国語科学習の創造
本物の対話を通して学び合う国語科教室を目指して

視点１
視点２ 充実した対話の場

視点３ 【言葉の力を自覚する振り返り】



学習課題
（言語活動＋言葉の力）

単元を通し
ての学びを
自身で価値
づけ、次に
生かす

視点① 【学びの指針とな学習課題】
学ぶ意欲を生み、言葉の力が育まれる言語活動の工夫

学ぶ意欲

言葉の力が育まれる言語活動

個々に応じた
学習課題の達成



学習の記録の振り返り絵本の読み聞かせ



視点① 教材との対話【学習課題】
学ぶ意欲を生み、言葉の力が育まれる言語活動の工夫

学ぶ意欲

やりたい！
おもしろそう！
作りたい！

ああでもない！こうでもない！
ワイワイ×100

？

単元における指導事項を単元に合わせて焦点化し

た言葉の力が育まれる言語活動か否かが重要

視点① 【学びの指針とな学習課題】
学ぶ意欲を生み、言葉の力が育まれる言語活動の工夫



視点① 【学びの指針とな学習課題】
学ぶ意欲を生み、言葉の力が育まれる言語活動の工夫

視点① 【学びの指針とな学習課題】
学ぶ意欲を生み、言葉の力が育まれる言語活動の工夫

活動の魅力だけでは…



視点① 【学びの指針とな学習課題】
学ぶ意欲を生み、言葉の力が育まれる言語活動の工夫

視点① 【学びの指針とな学習課題】
学ぶ意欲を生み、言葉の力が育まれる言語活動の工夫



A？

C？

B？

D？

学
び
の
指
針
と
な
る

学
習
課
題

個
々
に
応
じ
た

学
習
課
題
の
達
成

○○って…？

A？

B？ C？

D？

A＋B？

△△って…？

A’B

E？？
DA
C‘？

A’D？

A‘CD’？

A’？

C‘？

B＋C‘？

D＋A‘？

言葉の力を自覚し、共に更新し続ける国語科学習の創造
本物の対話を通して学び合う国語科教室を目指して

視点１
視点２ 充実した対話の場

視点３ 【言葉の力を自覚する振り返り】



視点②【充実した対話の場】
①個が生きる協働の場の工夫

問いAにつ
いて…？

問いCは…

問いBに
ついて…？

問いDって
…？



視点②【充実した対話の場】
①個が生きる協働の場の工夫

個別最適 協働的
問いAにつ
いて…？

問いCは
…

問いBにつ
いて…？

問いDって
…？

例えば…

やっぱり…

往還が大切

どういう
意味？

自分の経
験で…



視点②他者と本物の対話を生む【対話の場】
①個が生きる協働の場の工夫

単元を通じて、個別の関心、探究したい問い、悩みなどは時や場を設け保障したうえで
個
々
に
応
じ
た

学
習
課
題
の
達
成

個々の探究に生かす

視点②【充実した対話の場】
①個が生きる協働の場の工夫

A？

C？

学
習
課
題

○○って…？

A？

B？ C？

D？

A＋B？

△△って…？

A’B

E？？ DAC‘

A‘CD’？

A’？

C‘？

B＋
C‘？

D＋
A‘？

B？

D？

協働の場での学びを充実
（立ち止まる価値ある場面

多くの子どもの関心事等）

B‘D



視点②【充実した対話の場】
①個が生きる協働の場の工夫
視点②【充実した対話の場】
①個が生きる協働の場の工夫

自分がこだわりたい
表現の工夫について
解釈を書き綴っていく



視点②【充実した対話の場】
①個が生きる協働の場の工夫
視点②【充実した対話の場】
①個が生きる協働の場の工夫



視点②【充実した対話の場】
①個が生きる協働の場の工夫
視点②【充実した対話の場】
①個が生きる協働の場の工夫

教
室
全
員
で

考
え
た
表
現
と

自
分
の
問
い
の
つ
な
が
り

個
人
で
生
か
し
た
い
こ
と

困
り
ご
と
の
共
有
・
解
決



視点②【充実した対話の場】
①個が生きる協働の場の工夫

個が生きる協働の場の工夫の例
個々にスピーチ題材・相手への思いや
伝えるための工夫するポイントにこだ
わりもっておく。全員のポイントとな
りうる『間の取り方』を取り上げ、全

体で検討し、個のスピーチに生かす。

あくまで、一例であり、単元構成の工夫や問や悩みの共有方法なども様々な工夫が考えらる。
ポイントは、みんなで考えることが、自分の問いや悩みの解決につながることを自覚できる学習。

○○リーフレットの作り方について
個々に伝えたい思いやこだわる資料を
もっておく。その書きぶりや構成につ
いての悩みを共有できるようにしてお
き、その悩みの中から全員で立ち止ま
るべき「資料の取り上げ方」について
全体で検討し、個のリーフレット作成
に生かす。

個々に物語に関する問いをもっておき、
その問いを個別やグループで追求しつ
ていく。その後、それぞれの問いの解
決を、物語のクライマックスや作品の
本質に迫る問いを全体で検討する際に
生かしていく。その後、個々に作品の
心を読み取ることに生かす。

個々に○○解説図鑑を作るという目
的意識の上で、説明文を読み、その
書き方を生かすという学習課題を設
定する。説明文を構成や段落のまり
まり等個々やグループで読み進める
中で、具体例の順序について全体で
検討することで、個々の図鑑づくり
に生かす。

A？

C？

B？

D？

○○って…？

A？

B？ C？

D？

A＋B？



視点②【充実した対話の場】
②考えを吟味し合う工夫

考えの発表会や共有に留まってはいないか？？

もう一歩、踏み込んだ対話を！

私はAだと思う。理由は○○。

私はBだと思う。理由は△△。

私はCだと思う。理由は
△△。

私もAだと思う。理由は◇◇。



△△って結局すごく重要ってことは同じだね。

△△が大事だと思うんだよね。でも、△△って
ことは、Bにも言えるということかもね。

だって、◇◇は～だから。でも○○も確かに
分かる。

本当だね、何で◇◇なの？私は○○の方が…
だけど。

視点②【充実した対話の場】
②考えを吟味し合う工夫

私はAだと思う。理由は○○。

私はBだと思う。理由は
△△。

私はCだと思う。理由は△△。

私もAだと思う。理由は◇◇。

私と同じ意見はAだけど、理由はちがうね。 あなたは意見がCだって言っているけど、理由
は私と同じ△△だね。

相手の考えの内容をより明らかにしようと吟味する。



例えば・・・  「走れ」 東京書籍 ４年上

色カードで子ども同士の考えのちがいを可視化

「考えを聞きたい」を生む工夫



「考えを聞きたい」を生む工夫



このプレゼン資
料のこの言葉っ
て…私は～って
感じるけどな。

どの言葉が、資料をより効果的にするのかな？

（印象の根拠を言葉に焦点化する発問・問い返し）

でも、写真もあるし、
この言葉は…。

考えのずれ

「考えを聞きたい」を生む工夫



「考えを聞きたい」を生む工夫

考えの差異を
視覚化する工夫。

子どもの悩み・
問いを取り上げ
て共有する。

意見のずれが出る

教師の発問・問
い返し

あくまで、一例
★聞きたいなと思う授業の展開・場面
★教材・題材の言葉に着目を促すことも重要

視点②【充実した対話の場】
②考えを吟味し合う工夫



視点②【充実した対話の場】
②考えを吟味し合う工夫

吟味するための質問・聞き方に着目し価値づける。

吟味し合うことによって相手の考えが明らかになり、
自分が学ぶことができるということを価値づけていく

（≠話型の定着）

どうして～なの？（理由）
どこから～？（根拠）
たとえば？（具体・経験）
もしも…？（仮定） など

質問したら、～とい
うことに気づくこと
ができた！

大切！楽しい！



物語を書く単元でも…

アドバイスの時
聞き方への着目
価値付け



立場を明確にして話し合う「討論」

代表グループの
質問への着目



立場を明確にして話し合う「討論」

代表グループの
質問への着目



それぞれの子供が、自分なりに

質問・聞き方の価値を見出していく



△△って結局すごく重要ってことは同じだね。

△△が大事だと思うんだよね。でも、△△って
ことは、Bにも言えるということかもね。

だって、◇◇は～だから。でも○○も確かに
分かる。

本当だね、何で◇◇なの？私は○○の方が…
だけど。

視点②【充実した対話の場】
②考えを吟味し合う工夫

私と同じ意見はAだけど、理由はちがうね。 あなたは意見がCだって言っているけど、理由
は私と同じ△△だね。

「考えを聞きたい」を生む工夫

質問・聞き方に着目し価値付ける

（≠話型の定着）
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言葉の力を自覚し、共に更新し続ける国語科学習の創造
本物の対話を通して学び合う国語科教室を目指して

視点１
視点２ 充実した対話の場

視点３ 【言葉の力を自覚する振り返り】



言
葉

学
ぶ
前
の
自
分

学
ん
だ
後
の

自
分

言
葉

納得解
最適解

学習課題
（言語活動＋言葉の力）

対話

問い

振り返り

振り返り
言葉の力の更新
一連の学びの価値を自覚する

視点③【言葉の力を自覚する振り返り】
①視点の焦点化の工夫 ②振り返る時や場、共有の工夫



視点③【学びを自覚する振り返り】
①視点の焦点化の工夫

言語活動の達成を見据えて、
今の自分の学びは？

資料を効果的に使って食品ロスを減らすプレゼンをするためには、〇
〇〇のところをもっと工夫する必要があるかも。

仲間との対話
〇〇さんの考えから、私は△△ということに気づいた。
という～意見から、新たな・・・という考えになった。

課題の解決方法 人物同士の関係を図でまとめると〇〇ということが分かった。

更に考えたい・新たな問い ○○についてもっと考えたい。△△についても気になったので、
次の時間に友達と考えたい。

単元冒頭の自分と
学習後の自分の変容

最初、自分は○○○と考えていたけれど、学習課題を達成した今は～
～と考えるようになった。

学習形態や発達段階に応じて、口頭や記号での振り返りの形態もある。また、単元
を通じて固定の視点もあるだろう。しかし、一番大事なことは、その単元や一単位
時間で効果的な振り返りの視点について授業者が意図をもつこと。

振り返る視点の例



視点③【学びを自覚する振り返り】
①視点の焦点化の工夫

言語活動の達成を見据えて、
今の自分の学びは？

資料を効果的に使って食品ロスを減らすプレゼンをするためには、〇
〇〇のところをもっと工夫する必要があるかも。

仲間との対話
〇〇さんの考えから、私は△△ということに気づいた。
という～意見から、新たな・・・という考えになった。

課題の解決方法 人物同士の関係を図でまとめると〇〇ということが分かった。

更に考えたい・新たな問い ○○についてもっと考えたい。△△についても気になったので、
次の時間に友達と考えたい。

単元冒頭の自分と
学習後の自分の変容

最初、自分は○○○と考えていたけれど、学習課題を達成した今は～
～と考えるようになった。

学習形態や発達段階に応じて、口頭や記号での振り返りの形態もある。また、単元
を通じて固定の視点もあるだろう。しかし、一番大事なことは、その単元や一単位
時間で効果的な振り返りの視点について授業者が意図をもつこと。

振り返る視点の例
言葉の力への意識も価値づけたい
・対話の「質問」へのこだわり
・プレゼン資料の「選択」へのこだわり
・「文末」にこだわった書き方
・教科書本文の「叙述」にこだわり 等



視点③【学びを自覚する振り返り】
②振り返る時や場、共有の工夫

昨日と今日の
勉強がここで
つながってるな！

自分の問いの
解決に活かせ
る！ ●●

さん

私のいいところ
を認めてくれて
うれしい。

○○さんは、こん
な振り返りをして
いたよ。

振り返る時や場の例

授業の冒頭でこれまでの学習を振り返ったり、
友達の振り返りに着目するときや場の工夫。

授業の展開（中盤）でこれまでの学習
を振り返ったり、友達の振り返りに着
目するときや場の工夫。

前回の振り
返りを読ん
でみて。今
日の問いと
つながるん
じゃない？

昨日、
○○って考
えていたこ
とは、ここ
につながる
から…

学びを深めるために、これまでの学びや共に学ぶ仲間と振り返
りを活用する。



解決方法について、どこで振り
返ろうかな…

学習課題
（言語活動＋言葉の力）

○○さんの振り返り、いつどの
場面で共有しようか…

◇◇さんの振り返りにある新
たな問いは、クラスの大きな
学びのきっかけになるのでは
…

視点③【学びを自覚する振り返り】
②振り返る時や場、共有の工夫

教師が、子どもの学びを見取り、単元構成や授業を
より良いものに再構成できるように振り返りを利用する。

○○さんの振り返りにあった疑
問は、△△さんの問いとつなが
るよね…



言葉の力を自覚し、共に更新し続ける国語科学習の創造
本物の対話を通して学び合う国語科教室を目指して

言葉の力を自覚するとは… 共に更新し続けるとは…

学びの指針となる【学習課題】
学ぶ意欲を生み、言葉の力が育まれる言語活動の工夫

充実した【対話の場】
①個が生きる協働の場の工夫 ②意見の理由を吟味する工夫

本物の対話で学び
合う国語科教室

自分の考えをより
良いものにしたい、
新しいことを知り
たいと願い、その
ために本気で話し
合う国語科教室。 言葉の力を自覚する【振り返り】

①視点の焦点化の工夫 ②振り返る時や場、共有の工夫

「言葉の力」とは 「共に更新し続ける」とは　
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